
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７号
2011.2 

 

会員数 125 

2011.2.15 現在

 生活環境部会（参加者 6 名）と資源循環・廃棄物部会（参加者７名）では、12 月 21

日（火）に衣川区にある黒滝温泉木質バイオマスガス化発電施設の視察と部会議を行いま

した。 

 この施設は、①バイオマス資源で黒滝温泉の電気や灯油の一部を代替して、ＣＯ2 排出

を削減する、②廃棄物を有効活用することで、未利用資源の利用率と市民の環境意識を高

める、③森林資源を継続的に削減利用するサイクルを確立して、森林及び林業再生の手が

かりとする、を目的として建設されました。 

木質バイオマスガス化コージェネレーションシステム 

この施設では、地域で発生する２つのバイオマス資源

（間伐材等の林地残材や端材、市内で発生する廃食油）

を、木質チップやバイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）のエ

ネルギー資源として利用して、温泉施設の消費電力や化

石由来の燃料の消費を削減しています。 
説明していただいた、地域エネルギー推進室の高橋補佐 

←黒滝温泉では、19 年度と 22 年度の比較で、灯油

は４割、電気は５割の減となった月がありました。 

木質チップから発生するガスは、発生量が（木材の種類や材質、水分量の違いによ

り）一定でないため、発電量も一定になりません。そこで、BDF を使用し発電量を一定

にすることで、均一の電力を供給することができるよ

うになっています。それに使用される BDF も、公共施

設や一般家庭から排出される廃食用油をリサイクルし

ているということで、資源を有効に活用し、環境にや

さしい施設であると感じました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生活環境部会は、１月 29 日(土)に水沢南公民館の調理室で「第２弾！お米の食べくら

べ！」を開催しました。当日は１４名（会員１２名、一般参加者２名）の参加により、季節

野菜を使ったお惣菜の調理、３種類の米の食べくらべなどを実施しました。 

お惣菜の調理は、全国友の会水沢友の会の皆さんの指導のもと、参加者が３つの班に分か

れ、「かぼちゃの団子汁」、豚肉やキャベツ、ジャガイモなどを使用した「茹で豚、蒸し野菜

のトッピングいろいろ」、小麦粉ではなく米粉を使用した「スクエアークッキー」を作りま

した。調理経験の少ない男性参加者もいましたが、各班協力しながら無事に料理が完成しま

した。どの料理も素材を生かした一品で、とても美味しかったです。 

３種類の米（無農薬米、江刺金札米、ブレンド米）は同じ条件で炊き上げ、食べ比べを実

施。「それぞれ見た目も香りも違う。」「一番美味しいのは無農薬米だった。」という感想か

ら、「味だけでは違いがわからず比較が難しい。」「普段食べなれているお米が一番美味しく

感じた。」など、参加者が感じたことは人それぞれだったようです。 

調理中はエネルギーの節約にもなる “なべぼうし”を随所で活用、また後片付けの際は

合成洗剤ではなくせっけんを使用するなど、環境にもやさしい“省エネクッキング”を全員

で体験できた一日でした。 

環境にやさしい「なべぼうし」

を調理途中の鍋にかぶせておく

だけで、保温効果により味がし

みこみ、ふっくら美味しい蒸し

野菜料理が出来上がりました！ 

★調理の様子★ 

いざ、 

実食！！ 

食後には、「身土不二」

についてのお話を聞きま

した。 

～身土不二（しんどふじ）～「自分の住む土地（半径７㎞以内）の食べ物が健全な

心身を育む」という意味。 

３種類のお米。

見た目で違いが

わかりますか？ 

茹で豚と蒸し野菜に

は、わさび醤油やマ

スタードなどお好み

の味付けで！ 

米粉で作ったクッキ

ー。上から抹茶味・

黄粉味・ゴマ味。 

かぼちゃ団子がモ

チモチして美味し

かったです！ 

今回は、「全国友の会水

沢友の会」（左から佐々

木さん、山田さん、三浦

さん）に調理の指導など

ご協力いただきました。

ありがとうございます！ 



 

施設外観 

 生活環境部会（参加者４名）と資源循環・廃棄物部会（参

加者７名）では、2 月 7 日（月）に前沢区にあるジャスコ

前沢店の見学と部会議を行いました。ジャスコ前沢店は、め

ぐみネットの企業会員として環境学習部会に所属しており、

「地球にも人にもやさしい企業でありたい」という気持ちか

ら色々な活動に取り組んでいる企業です。 

社員食堂： 

もちろん消灯し

ていました。 

リターナブルハンガーを

採用しています。 

衣類を外したら取引先へ

戻し、再度衣類をかけて

納入されます。 

紙パック、食品トレイ、アルミ缶、ペット

ボトルキャップの回収ボックスを設置し、

リサイクルを推進しています。 

←←← 

エコバックやふろしきの販売をしてい

ました。買い物かごのレンタルもして

いました。 

前沢ジャスコでは、買物袋を持参して

くれたお客様に 1 回のレジ精算時に 2

円引きというサービスをしています。

平成 2２年度は持参率 45％でしたと

のこと。 

 

  
  

 会員№事-01／環境学習部会所属 

 『 イオンリテール株式会社 ジャスコ前沢店 』  大内典子さん 

 イオンの環境保全活動は、「イオン温暖化防止宣言」 

「イオン生物多様性方針」の 2 つの指針を定めて取り 

組んでおります。 

 具体的には、買物袋持参運動、店頭リサイクル回収、 

ペットボトルキャップ回収などを行っております。 

 また、イオンチアーズクラブ活動では、従業員がコ 

ーディネーターとなり、地域のお子さまと環境につい 

ての学習、体験を行っています。 

 奥州めぐみネット会員として、これからも参加、協 

力してまいりますので、よろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

事務局 奥州市水沢区大手町一丁目 1 番地  奥州市役所市民環境部生活環境課内 

    電話 0197-24-2111 ／ ﾌｧｯｸｽ 0197-51-2374 ／ ﾒｰﾙ seikatsu@city.oshu.iwate.jp 

    ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.city.oshu.iwate.jp/htm/kankyou/osyu_siminkaigi.html 

◇ 編集委員の独り言 ◇ 

 ｢記録的｣と幾度も報道された今冬の豪雪。

雪下ろし作業中での事故により尊い人命も失

われる等の大雪害でしたが、幸い当地方では

そのような事例を耳にすることはありません

でした。昨夏の猛暑も含めて、この自然界か

らの莫大なエネルギーを私達の日常生活にも

っともっと利活用出来れば、と思うこと頻り

です。 

 さて、「めぐみネット」も間もなく結成１

周年です。次号では、３月５日開催の定期総

会から新年度活動計画の一端を報告、２年目

に向けて一層の発展を、です。 

               安倍 進 

 昨年の 11 月 11 日から 16 日まで、パッシブハウスの公開日に合わせてドイツの建物を見て回り

ました。空気の流れを意識的につくり熱は逃がさず、汚れた空気を排気して、強制暖房のいらない家

に作り上げたものです。一戸建て、集合住宅、学校など建築中のものや実際に住んでいる家を公開

し、建築家がそのしくみを説明するというものでした。どこも人が集まりパッシブハウスはこれから

住宅を建てる普通の基準になっていました。ろうそく３本で２１℃になるんですって・・人間の体温

までも取り込んで部屋を暖めるのだと説明されたのです。 

 低炭素社会に向けた 12 の方策では、１番目に住宅とオフィスがきます。 

オーナーにできる貢献 環境性能の高い住宅、建築物を積極的に選択する。 1.快適さを逃さない住

まいとオフィス 建築家にできる貢献 低炭素建築デザインの確立、技術開発投資を進める。

 2010 年 6 月に世界的なパッシブハウスカンファレンスがあり、１位と４位を含め 11 軒を回る

ことができましたが、建築中の家は皆パッシブハウスだったのです。 

パッシブハウスの空気の流れ 

地中熱交換 

外気 

排気 

熱交換器 

排気 

外壁の厚さ 45cm トリプルサッシ（中は真空、アルゴン

ガスまたはキセノンガス入り） ブラインドは外付け 全

熱交換器の交換率 90％ 住宅燃費 15Kwh/㎡/年 

建築中の集合住宅（ドレスデン）と見学者 
 

実際に説明に使われた図表の一部 

工藤晶子


